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本
地
区
の
か
ん
が
い
用
水
は
、
平

野
部
の
水

田
で

は
中

小
河
川
に
、
中
山
間
部
の
水
田
で
は
大
小
の
溜
池
、

渓
流
の
他
、
地

下
水
に

依
存

し
て

き
た
が
、

い
ず

れ
も

十
分
な
水
量
を
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
用
水
の

反
復
利
用
や
揚

水
機
に

よ
る

還
元

水
利
用
等

を
行

っ
て

い
た
が
、
恒
常
的
な
用
水
不
足
に
よ
り
不
安
定
な
農

業
経
営

を
余
儀

な
く
さ

れ
て

い
た

。

ま
た
、
畑
地
に
お
い
て
は
、

か
ん

が
い
施
設

が
整

備
さ

れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
水
源
を
天
水
等
に
依
存

し
て
お

り
、
農
業
生
産
性
の
向
上
が
阻
害
さ

れ
て
い

た
。

一
方
、
佐
渡
島

最
大
の

穀
倉

地
帯

で
あ
る
国
仲
平
野
で
は
、
地
形
が
平
坦
で
あ
る
う
え
田
面
標
高
も
低
く
、

湛
水
被
害
の
常
襲
地
帯

と
な

っ
て

い
た
。

こ
の
た
め
、
本

事
業
に

よ
り

、
水

田
の
用
水

不
足

の
解

消
と
新
た
な
畑
地
か
ん
が
い
用
水
の
水
源
を
確
保
す

る
た
め
に
小
倉
ダ
ム
及

び
外
山
ダ
ム
を
築
造
し

、
幹
線
用
水
路
を
新
設

す
る
こ
と
に
よ
り
水
田
用
水
の
安
定

補
給

と
畑
地
か
ん
が
い
用
水
の
供
給
を
行
う

と
と

も
に

、
湛
水
被
害
を
解
消

す
る
た
め
に
排
水
機
場
等
を
整

備
し
て
排
水
改
良
を
行

い
、

併
せ

、
ほ
場
整
備
等
の
関
連
事
業
を
実
施
し
、
汎
用
耕
地
化

及
び
区
画
の
拡
大

を
推
進
す
る

こ
と
に
よ

り
農
業
生
産
性
の
向
上
及

び
農
業
経
営
の
安
定
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
事
業
実
施

し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

渇
水

水
田

旧
金
井
排
水
機
場
周
辺
の
水
害
状
況

2
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事
業

計
画

■
本

事
業

は
、
平
成

３
年
度

～
平
成

28
年
度

に
か
け

て
実

施
さ

れ
、

ダ
ム

２
箇

所
、

頭
首

工
１

箇
所
、

排
水
機

場
４
箇
所

、
幹
線

用
水
路

計
3
2.
0
km

、
排

水
路

計
4
.
4k
m

を
造

成
。

項
目

内
容

事
業

名
国

営
か
ん

が
い
排
水

事
業

地
区

名
佐

渡
地
区

(旧
両
津
市

、
旧
相

川
町
、
旧

佐
和

田
町

、
旧

金
井

町
、

旧
新

穂
村

、
旧

畑
野
町

、
旧
真

野
町
、
旧

小
木

町
、

旧
羽

茂
町

、
旧

赤
泊

村
)

関
係

市
佐

渡
市

受
益

面
積

3
,
3
96

h
a（

水
田
：

3
,
1
47

h
a、

普
通
畑
：

7
0h
a、

樹
園

地
17
9
h
a）

（
計
画
時

点
：
平
成

1
8年

度
）

受
益

者
数

3
,
7
87
人
（
計

画
時
点

：
平
成

1
8年

度
）

事
業

期
間

平
成
３
年

度
～
平
成

2
8年

度
機

能
監
視

：
平
成

26
年
度

～
平
成

2
8年

度
（
完

了
公

告
平

成
2
9年

３
月

31
日

）

事
業

費
7
3
,
82

3百
万
円
（
決

算
額
）

主
要

工
事

貯
水
池
２

箇
所

（
小
倉

ダ
ム
、

外
山

ダ
ム

）
頭

首
工
１

箇
所

（
小
倉

川
頭
首

工
）

幹
線
用
水

路
３
路
線

3
2
.0
㎞

（
小
倉

、
外
山

、
外

山
２

号
幹

線
用

水
路

）
排

水
機
場

４
箇
所

（
国
仲

、
中
興

、
金

井
、

皆
川

排
水

機
場

）
排

水
路
４

路
線

4
.4
㎞

（
国
仲

、
中
興

、
金

井
、

皆
川

排
水

路
）

関
連

事
業

ほ
場
整
備

事
業
（
県

営
経
営

体
育
成
基

盤
整
備

事
業

）
等

※
関
連
事
業
の
進
捗
状
況
：
6
8
.
2
％
（
事
業
費
）
、
9
4
.
3
％
（
事
業
採
択
地
区
）
（
Ｒ
３
年
度
時
点
）
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１
評

価
項

目
□

■
Ｈ

２
年

→
Ｒ

２
年

の
総
人

口
の
推
移

：
佐
渡

市
は

34
％

減
少

、
新

潟
県

は
1
1％

減
少

■
Ｈ

２
年

→
Ｒ

２
年

の
世
帯

数
の
推
移

：
佐
渡

市
は

14
％

減
少

、
新

潟
県

は
2
2％

増
加

7
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,
0
6
1
 

7
4
,
9
4
9
 

7
2
,
1
7
3
 

6
7
,
3
8
6
 

6
2
,
7
2
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5
7
,
2
5
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5
1
,
4
9
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2
,
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4
,
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4
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8
,
3
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2
,
4
7
5
,
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2
,
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4
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2
,
3
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4
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2
,
3
0
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,
2
64
 

2
,
2
0
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,
2
72
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0
0
,0
0
0

1
,
0
00
,
0
0
0

1
,
5
00
,
0
0
0

2
,
0
00
,
0
0
0

2
,
5
00
,
0
0
0

3
,
0
00
,
0
0
0

0

2
0
,
00
0

4
0
,
00
0

6
0
,
00
0

8
0
,
00
0

1
0
0
,0
0
0

1
2
0
,0
0
0

H
2
年

H
7
年

H
1
2
年

H
1
7
年

H
2
2
年

H
2
7
年

R
2
年

総
人
口
の
推
移

佐
渡

市
新

潟
県

佐
渡

市
(人

)
新

潟
県

(人
)

2
4
,
6
2
8
 

2
4
,
8
9
3
 

2
5
,
4
1
8
 

2
4
,
6
0
4
 

2
3
,
7
5
5
 

2
2
,
4
0
1
 

2
1
,
2
6
1
 

7
0
7
,
7
7
9
 

7
5
7
,
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4
1
 

7
9
5
,
8
6
8
 

8
1
9
,
5
5
2
 

8
3
9
,
0
3
9
 

8
4
8
,
1
5
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8
6
4
,
7
5
0
 

03
0
0
,0
0
0

6
0
0
,0
0
0

9
0
0
,0
0
0

1
,
2
00
,
0
0
0

0

2
0
,
00
0

4
0
,
00
0

6
0
,
00
0

8
0
,
00
0

H
2
年

H
7
年

H
1
2
年

H
1
7
年

H
2
2
年

H
2
7
年

R
2
年

総
世
帯
数
の
推
移

佐
渡

市
新

潟
県

佐
渡

市
(世

帯
)

新
潟

県
(世

帯
)

資
料
：
国
勢
調
査
(
総
務
省
統
計

局
）
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１
社

会
経

済
情

勢
の

変
化

１ 人
口

・
世

帯
数地

域
に

お
け

る
人

口
、

産
業

等
の

動
向

（
１

）



■
Ｈ

２
年

→
Ｒ
２
年

の
産
業

別
就
業
人

口
の
推

移
：
佐
渡

市
は

41
％

減
少
、

新
潟

県
は

1
5％

減
少

：
全
産

業
で
減
少

、
第

１
次

産
業

は
6
4％

(佐
渡

市
)

資
料
：
国
勢
調
査
(
総
務
省
統
計
局

）
5

1
2,
90
5 

1
1,
00
4 

8
,8
03
 

8
,7
89
 

6
,9
44
 

5
,8
62
 

4
,6
66
 

1
0,
27
8 

9
,9
70
 

9
,9
11
 

7
,7
77
 

5
,8
98
 

4
,8
85
 

4
,0
36
 

2
0,
56
6 

2
1,
59
6 

2
0,
71
4 

1
9,
74
8 

1
8,
90
4 

1
8,
34
0 

1
7,
32
7 

4
3,
74
9 

4
2,
57
0 

3
9,
42
8 

3
6,
31
4 

3
1,
74
6 

2
9,
08
7 

2
6,
02
9 

0

1
0,
00
0

2
0,
00
0

3
0,
00
0

4
0,
00
0

5
0,
00
0

6
0,
00
0

H
2年

H
7年

H
12
年

H
17
年

H
22
年

H
27
年

R
2年

産
業

別
就
業

人
口
の
推

移
（

佐
渡

市
）

第
1次

第
2次

第
3次

内
農
業

(人
) 1
35
,4
99
 

1
19
,8
83
 

9
2,
12
7 

9
2,
19
4 

7
0,
68
0 

6
5,
71
7 

5
5,
71
9 

4
75
,2
38
 

4
74
,7
19
 

4
35
,7
52
 

3
80
,7
95
 

3
31
,7
25
 

3
23
,0
75
 

3
02
,1
87
 

6
71
,3
26
 

7
22
,7
27
 

7
37
,9
24
 

7
52
,5
86
 

7
53
,3
90
 

7
52
,0
48
 

7
26
,5
04
 

1
,2
82
,0
63
 

1
,3
17
,3
29
 

1
,2
65
,8
03
 

1
,2
25
,5
75
 

1
,1
55
,7
95
 

1
,1
40
,8
40
 

1
,0
84
,4
10
 

0

3
00
,0
00

6
00
,0
00

9
00
,0
00

1
,2
00
,0
00

1
,5
00
,0
00

H
2年

H
7年

H
12
年

H
17
年

H
22
年

H
27
年

R
2年

産
業

別
就
業

人
口
の
推

移
（

新
潟

県
）

第
1次

第
2次

第
3次

内
農
業

(人
)

産
業

別
就

業
人

口



耕
地

面
積

■
Ｒ

２
年

の
佐
渡
市

の
耕
地

面
積
は
新

潟
県
全

体
の
６
％

(田
：

8
,
45
0
ha
、

畑
：

1,
4
30
h
a)

■
Ｈ

７
年

→
Ｒ
２
年

の
耕
地

面
積
の
推

移
：
佐

渡
市
は

18
％

減
少

、
新

潟
県

は
1
0％

減
少

■
佐

渡
市

に
お
け
る

耕
地
面

積
に
占
め

る
田
の

割
合
は
微

増

佐
渡
市

6
%

新
潟
市

1
9
%

長
岡
市

1
1
%

上
越
市

1
0
%

そ
の
他

5
4
%

新
潟
県
の
耕
地
面
積
に
占
め
る

佐
渡
市
の
割
合
（
Ｒ
２
年
）

資
料

：
作
物
統
計
（
農
林
水
産
省
大
臣
官
房

統
計

部
）

6

1
0,
04
2 

9
,8
44
 

9
,6
00
 

9
,1
10
 

8
,8
30
 

8
,4
50
 

1
,9
82
 

1
,9
48
 

1
,7
10
 

1
,6
80
 

1
,5
50
 

1
,4
30
 

1
2,
02
6 

1
1,
78
8 

1
1,
30
0 

1
0,
80
0 

1
0,
40
0 

9
,8
90
 

0

5
,0
00

1
0,
00
0

1
5,
00
0

H
7年

H
12
年

H
17
年

H
22
年

H
27
年

R
2年

耕
地

面
積
の

推
移
（
佐

渡
市

）

田
耕
地
面
積

畑
耕
地
面
積

(
ha
)

1
65
,1
96
 

1
60
,8
29

 
1
57
,3
00
 

1
54
,4
00
 

1
52
,4
00
 

1
50
,1
00
 

2
2,
01
0 

2
0,
74
0 

1
9,
70
0 

1
9,
90
0 

1
9,
50
0 

1
9,
00
0 

1
87
,2
06
 

1
81
,5
69

 
1
77
,0
00
 

1
74
,3
00
 

1
71
,9
00
 

1
69
,1
00
 

0

5
0,
00
0

1
00
,0
00

1
50
,0
00

2
00
,0
00

2
50
,0
00

H
7年

H
12
年

H
17
年

H
22
年

H
27
年

R
2年

耕
地

面
積
の

推
移
（
新

潟
県

）

田
耕
地
面
積

畑
耕
地
面
積

(
ha
)

地
域

農
業

の
動

向
（
2
）



農
業

経
営

体
数

■
Ｈ

７
年

→
Ｒ
２
年

の
経
営

体
数
：
佐

渡
市
は

5
9％

減
少

、
新

潟
県

は
61
％

減
少

■
Ｈ

７
年

→
Ｒ
２
年

の
割
合

（
佐
渡
市

）
：
副

業
的
経
営

体
数

の
割

合
が

増
加

主
業
経
営
体

や
準

主
業

経
営

体
の

割
合

が
減

少

資
料

：
農
林
業
セ
ン
サ
ス
（
農
林
水
産
省
大
臣
官

房
統
計
部

）
7

1
,6
03
 

9
40
 

8
42
 

8
12
 

5
84
 

5
38
 

2
,7
25
 

2
,3
31
 

1
,7
32
 

1
,7
46
 

1
,3
66
 

7
15
 

3
,8
52
 

4
,0
00
 

3
,7
86
 

2
,7
74
 

2
,3
63
 

2
,0
80
 

8
,1
80
 

7
,2
71
 

6
,3
60
 

5
,3
32
 

4
,3
13
 

3
,3
33
 

0

2
,0
00

4
,0
00

6
,0
00

8
,0
00

1
0,
00
0

H
2年

H
7年

H
12
年

H
17
年

H
22
年

H
27
年

R
2年

(経
営
体

)
主

副
業

別
農

業
経

営
体

数
の

推
移

（佐
渡

市
）

主
業
経
営
体

準
主
業
経
営
体

副
業
的
経
営
体

市 町 村 で の 集 計 な し 。

2
3,
85
5 

2
0,
40
1 

1
3,
86
8 

1
3,
22
6 

1
1,
00
1 

8
,6
94
 

7
,1
30
 

5
2,
88
2 

4
0,
71
0 

3
5,
47
1 

2
6,
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9 

2
3,
36
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1
6,
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4 

8
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02
 

4
4,
13
0 

4
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0 

4
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4 

4
2,
66
6 

3
2,
23
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2
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1 

2
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1
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1
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,6
61
 

9
5,
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3 

8
2,
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1 

6
6,
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1 

5
4,
40
9 

4
1,
95
5 

0

3
0,
00
0

6
0,
00
0

9
0,
00
0

1
20
,0
00

1
50
,0
00

H
2年

H
7年

H
12
年

H
17
年

H
22
年

H
27
年

R
2年

(経
営

体
)

主
副

業
別

農
業

経
営

体
数

の
推

移
（新

潟
県

）

主
業
経
営
体

準
主
業
経
営
体

副
業
的
経
営
体

2
0 

1
3 

1
3 1
5 

1
4 1
7 

3
3 

3
2 

2
7 

3
3 

3
2 

2
1 

4
7 

5
5 

6
0 5
2 

5
4 

6
2 

0
%

2
0%

4
0%

6
0%

8
0%

1
00
%

H
2年

H
7年

H
12
年

H
17
年

H
22
年

H
27
年

R
2年

主
業
経
営
体

準
主
業
経
営
体

副
業
的
経
営
体

市
町
村
で
の
集
計
値
な
し
。

2
0 

1
9 

1
4 1
6 1
7 

1
6 1
7 

4
3 

3
7 

3
7 

3
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5 

3
0 

2
1 

3
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4
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4
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5
2 4
8 

5
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6
2 

0
%

2
0%

4
0%

6
0%

8
0%

1
00
%

H
2年

H
7年

H
12
年

H
17
年

H
22
年

H
27
年

R
2年

主
業
経
営
体

準
主
業
経
営
体

副
業
的
経
営
体

主
副
業
別
農
業
経
営
体
数
の
割
合
の
推
移

（
佐
渡
市
）

主
副
業
別
農
業
経
営
体
数
の
割
合
の
推
移

（
新
潟
県
）



9
 

5
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

6
5 

5
4 

4
2 

3
4 

3
0 

2
7 

2
1 

2
6 

4
1 

5
5 

6
3 

6
7 

7
0 

7
6 

0
%

2
0%

4
0%

6
0%

8
0%

1
00
%

H
2年

H
7年

H
12
年

H
17
年

H
22
年

H
27
年

R
2年

3
9歳

以
下

4
0～

6
4歳

6
5歳

以
上

1
69
,4
84
 

1
47
,7
45
 
1
46
,3
73
 
1
37
,5
50
 

9
8,
98
8 

7
9,
32
4 

－

8
7,
72
0 

7
6,
57
1 

7
5,
99
2 

7
4,
04
5 

7
4,
82
7 

6
2,
36
8 
4
6,
08
5 

0

4
0,
00
0

8
0,
00
0

1
20
,0
00

1
60
,0
00

2
00
,0
00

H
2年

H
7年

H
12
年

H
17
年

H
22
年

H
27
年

R
2年

基
幹
的
農
業
従
事
者
数

の
推

移
（

新
潟
県
）

農
業
就
業
人
口

基
幹
的
農
業
従
事
者
数

(人
)1
2,
81
4 

1
1,
34
9 

1
0,
49
0 

9
,7
62
 

8
,5
81
 

6
,3
32
 

－

7
,7
37
 

7
,1
45
 

6
,4
88
 

6
,6
05
 

6
,8
27
 

5
,5
06
 

3
,9
22
 

0

3
,0
00

6
,0
00

9
,0
00

1
2,
00
0

1
5,
00
0

H
2年

H
7年

H
12
年

H
17
年

H
22
年

H
27
年

R
2年

基
幹
的
農
業
従
事
者
数

の
推

移
（

佐
渡
市
）

農
業
就
業
人
口

基
幹
的
農
業
従
事
者
数

(人
)

基
幹

的
農

業
従

事
者

数

資
料

：
農
林

業
セ
ン
サ
ス
（
農
林
水
産
省
大

臣
官

房
統
計
部

）

■
Ｈ

２
年

→
Ｒ
２
年

の
従
事

者
数
：
佐

渡
市
は

4
9％

減
少

、
新

潟
県

は
47
％

減
少

■
Ｈ

７
年

→
Ｒ
２
年

の
割
合

：
佐

渡
市
に

お
け
る

65
歳

以
上

が
占

め
る

割
合

が
54

％
か

ら
7
9％

に
増
加
し

、
新

潟
県

も
同

様
に

増
加

8

2
 

1
 

1
 

1
 2
 

2
 

4
4 

3
3 

2
6 

2
4 

2
0 

1
9 

5
4 

6
6 

7
3 

7
5 

7
8 

7
9 

0
%

2
0%

4
0%

6
0%

8
0%

1
00
%

H
2年

H
7年

H
12
年

H
17
年

H
22
年

H
27
年

R
2年

3
9歳

以
下

4
0～

6
4歳

6
5歳

以
上

年
齢
階
層
別
デ
ー
タ
な
し
。

基
幹

的
農
業
従
事
者
数
の
割
合
の
推
移

（
佐
渡
市
）

基
幹
的
農
業
従
事
者
数
の
割
合
の
推
移

（
新
潟
県
）



経
営

体
当

た
り

経
営

耕
地

面
積

■
１

経
営

体
当
た
り

経
営
耕

地
面
積
：

Ｈ
1
7年

は
1
.
4h

a/
経

営
体
→

Ｒ
２

年
は

2
.1
h
a/

経
営

体
⇒
島
内

の
限
ら

れ
た

耕
地

の
中

で
規

模
拡

大
が

進
展

■
新

潟
県

も
同
様
の

傾
向

(1
.
8h

a
/経

営
体

→
3.

2
ha

/経
営

体
）

1
.
4

1
.
6

1
.
8

2
.
1

0
.
0

1
.
0

2
.
0

3
.
0

4
.
0

H
1
7
年

H
2
2
年

H
2
7
年

R
2
年

１
経
営
体
当
た
り
経
営
耕
地
面
積
の
推
移

（
佐
渡
市
）

(
h
a
/
経
営
体
)

1
.
8

2
.
2

2
.
6

3
.
2

0
.
0

1
.
0

2
.
0

3
.
0

4
.
0

H
1
7
年

H
2
2
年

H
2
7
年

R
2
年

１
経
営
体

当
た

り
経

営
耕

地
面

積
の

推
移

（
新

潟
県
）

(
h
a
/
経
営
体
)

資
料

：
農
林

業
セ
ン
サ
ス
（
農
林
水
産
省

大
臣
官

房
統
計
部

）
9



認
定

農
業

者
数

■
Ｈ
2
9年

→
Ｒ
３
年

の
認
定

農
業
者
数

の
推
移

：
佐
渡
市

2
0％

減
少

1
,
1
6
1
 

1
,
1
2
9
 

1
,
1
7
3
 

1
,
1
6
2
 

9
2
6
 

0

4
0
0

8
0
0

1
,
2
0
0

1
,
6
0
0

H
2
9
年

H
3
0
年

R
1
年

R
2
年

R
3
年

佐
渡
市
に
お
け
る
認
定
農
業
者
数
の

推
移

(
人
)

資
料

：
令
和

元
年
度
～
令
和
３
年
度
の
目
標

及
び

そ
の
達
成

に
向

け
た

活
動
計

画
佐
渡
市

ま
ち

・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

10



■
本

事
業

で
整

備
さ

れ
た
施

設
は
、
以

下
の
と

お
り
。

・
貯

水
池

２
箇

所
（
小
倉

ダ
ム
、
外

山
ダ
ム

）

・
頭

首
工

１
箇

所
(小

倉
川
頭

首
工

)

・
排

水
機

場
４

箇
所
（
国

仲
排
水
機

場
、
中

興
排
水
機

場
、
金

井
排

水
機

場
、

皆
川

排
水

機
場

）

・
幹

線
用

水
路

３
路
線
（

小
倉
幹
線

用
水
路

、
外
山
幹

線
用
水

路
、

外
山

２
号

幹
線

用
水

路
）

・
排

水
路

４
路

線
（
国
仲

排
水
路
、

中
興
排

水
路
、
金

井
排
水

路
、

皆
川

排
水

路
）

【
小
倉
川
頭

首
工
】

【
国

仲
排
水

機
場
】

【
国
仲
排
水
路

】

本
地

区
の
農
業
用
水
は
、
小
倉
ダ
ム
か
ら
小
倉
幹
線
用
水
路
を
経
由

し
、
国
仲
平
野
及
び
そ
の
周
辺

中
山
間
地
域
の
受
益
に
配
水
す
る
系
統

と
、
外
山
ダ
ム
か
ら
外
山
幹
線
用
水
路
を
経
由
し

、
南
部
丘

陵
地
の
受
益
に
配
水
す
る
系
統

に
よ
り

、
受
益

農
地
へ
安

定
的

に
供

給
。

【
小

倉
ダ
ム
】

【
外
山
ダ
ム

】
11

１
事

業
に

よ
り

整
備

さ
れ

た
施

設
の

管
理

状
況

２
施

設
の

概
要

（
１

）

施
設

利
用

状
況

（
2
）



本
事

業
で

整
備

さ
れ

た
施
設

は
、
国
か
ら
佐
渡
市
及
び
関
係
各
土
地
改
良
区
に
管
理
委
託
さ

れ
、

一
部

の
施

設
は

、
各
管
理
者
よ
り
佐
渡
土
地
改
良
区
連
合
に
操
作
委
託
を
行
い

、
い

ず
れ

も
管

理

規
程

に
よ

り
適
切
に
維
持
管
理

さ
れ
て

い
る
状

況
。

区
分

施
設
名

管
理
受
託
者

操
作
受
託
者

管
理
委
託

年
度

用
水

施
設

小
倉
ダ
ム

（
宮
之
河
内
頭
首
工
含
む
）

佐
渡
市

佐
渡
土
地
改
良
区
連
合

Ｈ
21
年
度

外
山
ダ
ム

佐
渡
市

佐
渡
土
地
改
良
区
連
合

Ｈ
25
年
度

小
倉
川
頭
首
工

国
府
川
左
岸
土
地
改
良
区

－
Ｈ
21
年
度

小
倉
幹
線
用
水
路

４
土
地
改
良
区

(金
井
、
吉
井
、
長
江
川
水
系
、
新
穂
村
)

佐
渡
土
地
改
良
区
連
合

Ｈ
26
年
度

外
山
幹
線
用
水
路

(外
山
2号

幹
線
用
水
路
含
む
)

３
土
地
改
良
区

(羽
茂
、
小
布
勢
、
真
野
町
)

佐
渡
土
地
改
良
区
連
合

Ｈ
26
年
度

中
央
管
理
所

関
係
土
地
改
良
区

佐
渡
市

佐
渡
土
地
改
良
区
連
合

Ｈ
26
年
度

排
水

施
設

国
仲
排
水
機
場
・
排
水
路

国
仲
西
部
土
地
改
良
区

－
Ｈ
18
年
度

中
興
排
水
機
場
・
排
水
路

金
井
土
地
改
良
区

－
Ｈ
18
年
度

金
井
排
水
機
場
・
排
水
路

金
井
土
地
改
良
区

－
Ｈ
25
年
度

皆
川
排
水
機
場
・
排
水
路

新
穂
村
土
地
改
良
区

－
Ｈ
18
年
度

表
施
設
の
管
理
体
制

出
典
：

国
営

佐
渡
農

業
水
利
事

業
事

業
誌

（
北
陸

農
政
局
）

12

施
設

の
管

理
状

況
（
3
）



■
主

要
作

物
の

作
付

面
積
の

変
化

・
水

稲
の

作
付
面

積
は
、

事
業
計
画

時
の
現

況
か
ら
計

画
で

減
少

さ
せ

る
こ

と
と

し
て

い
た

が
、

Ｈ
2
0年

産
か

ら
認
証
制
度
を
導
入

し
、
「
朱
鷺
と
暮
ら
す
郷
づ
く
り
認
証
米
・
佐
渡

産
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化

を
進

め
て
お

り
、
事
業
計
画
の
現
況
と
同
程
度
。

・
ま

た
、

水
田
畑

利
用
に

よ
る
高
収

益
作
物

の
導
入
等

が
進

め
ら

れ
、
野
菜
類
の
作
付
面

積
が
増
加

。
・

飼
料
作
物
は
、

Ｒ
元
年

か
ら
Ｊ
Ａ

佐
渡
の

取
組
と
し

て
、

耕
畜

連
携

に
よ

る
循

環
型

農
業

の
推

進
に
取
り
組

ん
で
い

る
た
め
、
事
業
計
画
の
現
況
8
7h
aか
ら
事
後
評
価
時
点
で
は

1
2
3
ha
に
増
加

。
一
方

、
加
工

用
米
の
作

付
は
な

く
な
っ

て
い

る
。

・
本
地
区
で
は
、
化
学
肥
料
・
農
薬
使
用
量
を
減
ら
し
て
生
産
す
る
「
朱
鷺
と
暮
ら
す
郷

づ
く
り
」
認
証
制
度

や
耕
畜
連
携
を
推
進

し
て

お
り
、
国

の
施

策
で

あ
る

｢み
ど

り
の

食
料

シ
ス

テ
ム

戦
略

｣の
目

標
に
対

す
る
取
組

を
実
施

。

①
作

付
面

積

出
典

：
佐
渡

市

【
佐
渡
市
内
無
農
薬
無
化
学
肥
料
栽
培
米
実
績
と
目
標
】

13

【
主
食
用
米
の
栽
培
方
法
別
面
積
】

（
単
位
：
ha
）

主
食

用
米

５
割
以
上

減
農
薬
減

化
学
肥
料

栽
培

慣
行

栽
培

朱
鷺

認
証

米

無
農
薬

無
化
学

肥
料

作
付

面
積

5
,
6
4
4

4
,
7
2
9

1
,
0
4
4

2
8

9
1
5

割
合

1
0
0
%

8
4
%

1
8
%

1
%

1
6
%

出
典
：

新
潟
県
、
佐
渡
市
調
べ
（

R
2
）

１
費

用
対

効
果

分
析

の
算

定
基

礎
と

な
っ

た
要

因
の

変
化

３
作

物
生

産
効

果
（
１

）



表
作
物
別
作
付
面
積

（
単
位
：
h
a
）

出
典
：
国
営
佐
渡
土
地
改
良
事
業
変
更
計

画
書
、
評
価
時
点
は
佐
渡
市
聞
取
り

項
目

土
地

利
用

区
分

作
物

名

事
業

計
画

(Ｈ
1
8年

度
)

評
価
時
点

(Ｒ
４
年
度

)
増
減

現
況

①
計

画
②

②
－
①

水 田
表 作

水
稲

2
,1
4
0 

2
,0
9
8 

2
,1
3
2 

△
8 

豆
類
(大

豆
他

)
8
9

1
42

2
1

△
68

 

雑
穀
類

(そ
ば
他

)
1
26

2
05

3
9

△
87

 

飼
料
作
物

(青
刈

と
う
も

ろ
こ

し
他
)

8
7

1
17

1
23

3
6 

水
稲
(加

工
用
米

他
)

1
48

1
98

-
△

14
8 

花
き
類

(き
く
他

)
6

1
2

6
0
 

野
菜
類

(か
ぼ
ち

ゃ
他
)

8
3

1
89

1
14

3
1

そ
の
他

(採
種
他

)
9

1
7

-
△
9

普 通 畑

春 夏 作

豆
類
(大

豆
他

)
9

8
3
4

2
5

飼
料
作
物

(青
刈
と

う
も

ろ
こ

し
)

4
-

-
△
4

た
ば
こ

2
4

3
6

2
△
22

 

根
菜
類

(ば
れ
い

し
ょ
他
)

1
2

-
-

△
12

 

葉
茎
菜
類

(た
ま

ね
ぎ
他
)

5
3

1
5

1
0

果
菜
類

(す
い
か

他
)

5
4

1
8

1
3

そ
の
他
（
採
種
他
）

1
1

1
9

-
△
11

 

樹
園
地

果
実
類

(か
き
他

)
1
79

1
79

1
79

0
 

14

①
作

付
面

積



①
労

働
時

間

年
間

労
働

時
間
の
変

化

・
本

事
業

及
び
関

連
事
業

の
実
施
に

よ
る
ほ

場
の
大
区

画
化

等
に

伴
う

大
型

機
械

の
導

入

に
よ

り
、
ほ
場
内
の
作
業
効
率
が
向
上

。

・
事

業
実

施
前
後

の
主
要

作
物
の

10
a
当
た
り
年
間
労
働
時
間
が
節
減
。

区
分

事
業
計
画

(
Ｈ
1
8
年
度
)

評
価
時
点

(
Ｒ
４
年
度
)

割
合

(
評
価
時
点
／
現
況
)

現
況

(
Ｈ
1
8
年
度
)

計
画

水
稲

5
7
.
0
時
間
/
1
0
a

1
3
.
9
時
間
/
1
0
a

1
3
.
9
時
間
/
1
0
a

▲
7
6
％

大
豆

3
7
.
8
時
間
/
1
0
a

8
.
4
時
間
/
1
0
a

8
.
4
時
間
/
1
0
a

▲
7
8
％

表
年
間
労
働
時
間
の
変
化

出
典
：
国
営

佐
渡
土

地
改
良
事

業
変

更
計

画
書
、

評
価
時
点

は
北

陸
農
政
局
調
べ

15

1
3
.
9
h
r
/
10
a

1
3
.
9
h
r
/
10
a

5
7
.
0
h
r
/
10
a

0
1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

事
後
評

価
時

点

事
業

計
画

計
画

時
現
況

(
h
r
/
1
0
a
)

76
％
減

8
.
4
h
r
/
1
0a

8
.
4
h
r
/
1
0a

3
7
.
8
h
r
/
10
a

0
1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

事
後
評
価
時

点

事
業

計
画

計
画
時

現
況

(
h
r
/
1
0
a
)

78
％
減

図
水
稲
の
労
働
時
間

図
大
豆
の
労
働
時
間

営
農

経
費

節
減

効
果

（
2
）



表
年
間
機
械
経
費
の
変
化

出
典
：

国
営

佐
渡
土

地
改
良
事

業
変

更
計

画
書
、

評
価
時
点

は
北

陸
農

政
局
調
べ

②
機

械
経

費

年
間

機
械

経
費
の
変

化

・
本

事
業

及
び
関

連
事
業

の
実
施
に

よ
る
ほ

場
の
大
区

画
化

等
に

伴
う

大
型

機
械

の
導

入

に
よ

り
、
ほ
場
内
の
作
業
効
率
が
向
上

。

・
事

業
実

施
前
後

の
主
要

作
物
の

10
a
当
た
り
年
間
機
械
経
費
が
節
減
。

16

区
分

事
業
計
画

(
Ｈ
1
8
年
度
)

評
価
時
点

(
Ｒ
４
年
度
)

割
合

(
評
価
時
点
／
現
況
)

現
況

(
Ｈ
1
8
年
度
)

計
画

水
稲

3
,
1
8
2
千
円
/
1
0
a

4
5
3
千
円
/
1
0
a

5
0
3
千
円
/
1
0
a

▲
8
4
％

大
豆

1
,
0
3
5
千
円
/
1
0
a

6
2
6
千
円
/
1
0
a

6
9
6
千
円
/
1
0
a

▲
3
3
％

6
9
6
千

円
/1
0
a

6
2
6
千

円
/1
0
a

1
,
0
3
5
千
円

/
1
0
a

0
5
0
0

1
,
0
00

1
,
5
00

2
,
0
00

2
,
5
00

3
,
0
00

事
後
評

価
時

点

事
業

計
画

計
画

時
現
況

(
千
円

/
1
0a
)

33
％
減

5
0
3
千

円
/1
0
a

4
5
3
千

円
/1
0
a

3
,
1
8
2
千
円
/
1
0
a

0
5
0
0

1
,
0
00

1
,
5
00

2
,
0
00

2
,
5
00

3
,
0
00

3
,
5
00

事
後
評
価
時

点

事
業

計
画

現
況

(
千
円

/
1
0a
)

84
％
減

図
水
稲
の
機
械
経
費

図
大
豆
の
機
械
経
費



年
間

維
持

管
理

費
の

変
化

・
本

事
業

に
よ

り
新
設
す
る
施
設
の
維
持
管
理
費
が

、
改
修
す
る
施
設
の
維
持
管
理
費
を
上
回
る
。

・
維
持
管
理
費
は

、
事
業
計
画
時
の
現
況
18
1
,1
8
2千
円
か
ら

、
事
後
評
価
時
点
の
2
41
,
72
5千
円
へ

と
3
3％
増
加
。

表
施
設
の
年
間
維
持
管
理
費

出
典
：
国
営

佐
渡
土

地
改
良
事

業
変

更
計

画
書
、

評
価
時
点

は
北

陸
農

政
局
調
べ

区
分

事
業
計
画

(
Ｈ
1
8
年
度
)

評
価
時
点

(
Ｒ
４
年
度
)

割
合

(
評
価
時
点
／

現
況
)

現
況

(
Ｈ
1
8
年
度
)

計
画

年
間
維
持
管
理
費

1
8
1
,
1
8
2
千
円

2
3
4
,
0
2
6
千
円

2
4
1
,
7
2
5
千
円

3
3
％

17

維
持

管
理

費
節

減
効

果
（
3
）



本
地

区
で

は
、

事
業

実
施

前
は
慢
性
的

な
用
水

不
足
と
な

っ
て
い

た
も

の
の

、
本

事
業

で
ダ

ム
２

箇
所

、

頭
首

工
１

箇
所

、
幹

線
用

水
路
３
路
線

、
排
水

機
場
４
箇

所
及
び

排
水

路
４

路
線

等
を

新
設

・
改

修
し

た

こ
と

に
よ

り
、
事
業
実
施
後
は
農
業
用
水
の
安
定
供
給
を
実
現

。

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
結

果
に

よ
る
と
、
農
業
用
水
が
「
安
定
的
」
又
は
、
「
ほ
ぼ
安
定
的
」
に
供
給
さ
れ
て

い
る
と
答
え
た
回
答
者
は
約
８
割
と
多

く
、
渇
水
期
の
排
水
利
用
や
番
水
が
解
消
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

ま

た
、
用
水
確
保
の
労
力
が
軽
減
し
た
か

に
つ
い

て
、
「
思
う
」
又
は
、
「
や
や
そ
う
思
う
」
と
答
え
た
回

答
者
は
約
７
割
と

、
農
業
用
水
の
安
定
的
な
供
給
を
実
感

。

4
1
.0
%

(9
3
人
)

2
7
.3
%

(6
2
人
)

1
9
.8
%

(4
5
人
)

6
.2
%
(1
4
人
)

5
.7
%
(1
3
人
)

0
%

2
0
%

4
0
%

6
0
%

8
0
%

1
0
0
%

思
う

や
や
そ
う
思
う

ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い

あ
ま
り
思
わ
な
い

そ
う
は
思
わ
な
い

1
6
.2
%

(3
7
人
)

6
3
.3
%

(1
4
5
人
)

9
.6
%

(2
2
人
)

1
0
.9
%
(2
5
人
)

0
%

2
0
%

4
0
%

6
0
%

8
0
%

1
0
0
%

安
定
的
に
供
給
さ
れ
て
い
る

ほ
ぼ
安
定
的
に
供
給
さ
れ
て
い
る

あ
ま
り
安
定
的
に
供
給
さ
れ
て
い
な
い

変
わ
ら
な
い

図
「
渇
水
期
の
排
水
利
用
や
番
水
な
ど
が
解
消
さ
れ
、

用
水
確
保
の
労
力
が
軽
減
さ
れ
た
に
つ
い
て
」

(回
答
者
数
＝

2
3
5
)
※

無
回

答
は

除
く

図
「
最
近
の
農
業
用
水
の
供
給
状
況
に
つ
い
て
」

(回
答
者
数
＝

2
3
5
)
※

無
回

答
は

除
く

出
典

：
令
和
４
年
度

佐
渡
地
区
事
後
評

価
ア
ン

ケ
ー
ト
(
受

益
農
家
)

18

１
事

業
効

果
の

発
現

状
況

４
ダ

ム
の

新
設

、
幹

線
用

水
路

等
の

整
備

に
よ

る
農

業
用

水
の

安
定

的
な

供
給

（
１

）



3
9
.
5
%

(
8
9
人
)

2
3
.
6
%

(
5
3
人
)

2
1
.
8
%

(
4
9
人
)

8
.
9
%

(
2
0
人
)

6
.
2
%

(
1
4
人
)

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

思
う

や
や
そ
う
思
う

ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い

あ
ま
り
思
わ
な
い

そ
う
は
思
わ

な
い

国
仲

平
野

は
地

形
が

平
坦

で
標
高
が
低

い
こ
と

に
加
え
、

大
雨
に

よ
る

湛
水

被
害

が
顕

著
で

あ
っ

た
。

そ
の

た
め

、
本

事
業

に
よ

り
「

国
仲
、
中

興
、
金

井
及
び
皆

川
」
の

４
排

水
機

場
と

４
排

水
路

の
排
水
機
能

を
強
化
。

事
業

実
施

後
、

地
区

内
農

地
で
の
大
雨
等
に
よ
る
大
き
な
湛
水
被
害
は
発
生
し
て
お
ら
ず
、

本
事

業
の

実
施

に
よ

り
、

農
地

の
湛
水
被
害
が
解
消
。

洪
水
被
害
も
発
生
し
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
地

域
住
民
に

と
っ
て
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
場

の
提

供
に

も
寄

与
。

ま
た

、
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

結
果
に
よ
る

と
、
排
水
不
良
が
解
消
さ
れ

、
湛
水
被
害
が
軽
減
し
た
か
に

つ
い

て
、
「
思
う
」
又
は
、
「
や
や
そ
う
思
う
」
と
答
え
た
回
答
者
は
約
６
割
以
上

で
あ

り
、
農
地
の
湛
水
被

害
の
解
消
を
実
感
。

図
「
排
水
不
良
が
解
消
さ
れ
、
湛
水
被
害
が
軽
減
し
た
」

(回
答
者
数
＝

2
3
5
) 

※
無
回
答

は
除
く

出
典

：
令
和
４
年
度

佐
渡
地
区
事
後
評

価
ア
ン

ケ
ー
ト
(
受

益
農
家
)

【
旧
国
仲
排
水
機
場
周
辺
の
水
害
状
況
】

(
Ｈ
1
0
.
8
)

出
典
：
国
営
佐
渡
農
業
水
利
事
業
事
業
誌

（
北
陸
農
政
局
）

19

排
水

機
能

の
強

化
に

よ
る

農
地

の
湛

水
被

害
の

解
消

（
2
）



本
地

区
の

特
産

品
で

佐
渡
島

を
象
徴
す

る
「
お

け
さ
柿
」

で
は
、

事
業

実
施

以
前

は
、

天
水

に
依

存
し

て
い

た
た

め
、

品
質
や
安

定
生
産
が

課
題
。

本
事
業
の
実
施
に
よ
り
農
業
用
水
の
安
定
供
給
が
可
能

と
な
っ

た
こ

と
か

ら
、
現
在
は
安
定
的
な
生

産
と
品
質
が
向
上
。

農
業

用
水

の
安

定
供

給
が
可

能
と
な
る

環
境
が

整
備
さ
れ

た
こ
と

に
よ

り
、

近
年

、
Ｊ
Ａ
佐
渡
等
で

は
、
お
け
さ
柿
を
対
象
に
「
１
億
円
園
芸
産
地
」
と
し
て
取
組

を
推

進
。

①
作

付
作

物
の

品
質

向
上

の
取

組

図
柿
へ
の
か
ん
水
効
果
実
証
試
験

出
典
：
北
陸

農
政
局

土
地
改
良

事
業

地
区

営
農
情

報
誌
ア
グ

リ
ト

ー
プ

v
o
l.
2
7
平
成
2
9
年
３
月

20

農
業

生
産

性
の

向
上

及
び

農
業

経
営

の
安

定
化

（
3
）



本
事

業
及

び
関

連
事

業
の
実

施
に
よ
り

、
大
区

画
ほ

場
へ

の
大
型

機
械

の
導

入
が

可
能

と
な

っ
た

こ
と

に
よ

り
、
ほ
場
内
の
作
業
効
率
が
向
上

。

水
稲
作
に
要
す
る
労
働
時
間
の
節
減

が
図
ら
れ

、
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約
化
が

進
む

と
と

も
に

、
経
営
規
模
の
拡
大

と
高
収
益
作
物
の
導
入
が
進
展
。

コ
メ

の
認

証
制

度
の

導
入
に

伴
い
草
刈

り
等
の

営
農
経
費

の
削

減
を

図
る

た
め

、
自

動
草

刈
り

機
の

導
入

な
ど
ス
マ
ー
ト
農
業
を
活
用
し
た
労
働
時
間
節
減
に
資
す
る
取
組

の
実

施
。

1
3
.
9
h
r
/
10
a

5
7
.
0
h
r
/
10
a

0
.
0

1
0
.
0

2
0
.
0

3
0
.
0

4
0
.
0

5
0
.
0

6
0
.
0

事
後
評
価
時
点

計
画
時
現
況

(
h
r
/
1
0
a
)

7
6
％
減

事
業
実
施
前
後
の
水
稲
作
の
年
間
労
働

時
間

21

出
典
：
国
営

佐
渡
土

地
改
良
事

業
変

更
計

画
書
、

評
価
時
点

は
北

陸
農
政
局
調
べ

②
労

働
時

間
の

変
化

と
更

な
る

削
減

の
取

組



③
地

域
営

農
の

変
化

本
事

業
の

実
施
に
よ

り
、
農

業
用
水
が

安
定
的

に
確

保
さ

れ
る

と
と

も
に

、
湛

水
被

害
の

解
消

及
び

生
産
条
件

の
改
善

が
図
ら
れ

た
こ
と

な
ど

か
ら

、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
み
か
ん
な

ど
新
た
な
作
物
の
導
入

が
進

展
。

「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
の
取
組

に
お
い

て
は

、
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
に

も
積

極
的

に
取

り
組

み
、
よ
り
安

全
で
安

心
な
農
産

物
の
生

産
を

推
進

。

ま
た

、
本

地
区
で
は

国
営
・

県
営
総
合

土
地
改

良
事

業
佐

渡
地

区
推

進
協

議
会

が
中

心
と

な
り

、
関
連
事
業
の
実
施
を
推
進

。

生
産

基
盤

の
整
備
を

契
機
に

、
法
人
が
農
地
を
集
積
・
集
約
化
し

、
水

稲
を

主
体

に
大

豆
、

野
菜

な
ど
の
水
田
畑
利
用
作
物
を
導
入

す
る

と
と
も

に
、
ス
マ
ー
ト
農
業
を
活
用

し
た

大
規

模
か

つ
先
進
的

な
農
業

経
営
を
実

践
。

【
株
式
会
社

佐
渡

相
田
ラ
イ

ス
フ

ァ
ー

ミ
ン
グ
】

（
Ｇ

Ａ
Ｐ
認

証
経
営

体
）

項
目

Ｈ
27
年
度

Ｈ
28
年
度

Ｈ
29
年
度

Ｈ
30
年
度

Ｒ
元
年
度

Ｒ
２
年
度

取
組
農
家
数

5
2
4
戸

5
2
4
戸

4
8
8
戸

4
3
6
戸

4
0
7
戸

3
9
3
戸

表
「
朱
鷺
と
暮
ら
す
郷
づ
く
り
認
証
米
」
の
取
組
農
家
数
の
推
移

出
典

：
新
潟

県
調
べ

及
び
佐
渡

市
Ｈ

Ｐ

【
ス
マ
ー
ト
農
業
へ
の
取
組
(導
入
し
た
技
術
例
)】

出
典
：

新
潟
県
Ｈ
Ｐ

出
典

：
佐
渡
市
Ｈ
Ｐ

22



23

【
農
地
の
様
子
】

出
典
：
Ｊ
Ａ
佐
渡
広
報
誌
、
Ｊ

Ａ
フ

ァ
ー

ム
佐
渡

Ｈ
Ｐ
、
Ｊ

Ａ
フ

ァ
ー

ム
佐
渡

便
り
Ｈ
Ｐ

Ｊ
Ａ
羽
茂
広
報
誌

【
鉄
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
作
業
の
様
子
】

Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
ム
佐
渡
は

、
Ｊ

Ａ
佐

渡
が
佐
渡

農
業

の
課

題
に
取
り

組
む
た
め
、
「
地
域
農
業
戦
略
の
実
践
モ

デ
ル
の
確
立
」
と
「
担

い
手

育
成

」
を
目
標

と
し

て
平

成
24
年
８

月
に
設
立
さ
れ
た
法
人
。

青
年
就
農
給
付
金
事
業

を
活

用
し

、
研
修
生
の
受
け
入
れ
を
実
施
し

て
い
る
。
ま
た
、
水
稲
栽
培
に
お
い
て

は
、
新
た
に
鉄
コ
ー
テ

ィ
ン

グ
に

よ
る
直
播

栽
培

を
導

入
し
、
「

こ
し
い
ぶ
き
」
を
直
播
。

将
来
の
担
い
手
づ
く
り

の
た

め
の

農
業
戦
略

モ
デ

ル
と

し
て
Ｊ
Ａ

の
営
農
指
導
と
連
携
し
な
が
ら
、
取
組
を

進
め
て
い
る
。

そ
の
他
、
羽
茂
沖
地
区

で
は

、
関

連
ほ
場
整

備
等

の
実

施
を
契
機

に
関
係
機
関
と
連
携
し
、
水
稲
作
業
受
託

法
人

を
令
和
５
年
に
設

立
す

る
予

定
。

【
事

業
を

契
機

と
し

た
法

人
の

設
立

】
～

担
い

手
育

成
～



農
業

生
産

基
盤

整
備

に
よ

り
、

土
地

利
用

型
農

業
を

実
践

概 要

経
営

形
態

有
限
会
社

所
在

地
新

潟
県
佐

渡
市

新
穂

青
木

営
農

分
類

水
稲

＋
大

豆
＋

果
樹

経
営

規
模

事
業
実
施

前
(
平
成

1
1
年
)

４
h
a

事
業
実
施

後
(
令
和
３

年
)

4
3
h
a

【
経
緯
・

特
徴

】
・

平
成

1
1
年

に
有

限
会

社
を

設
立

し
、

平
成

2
6
年

に
は

交
流

の
場

と
な

る
フ

ル
ー

ツ
カ

フ
ェ

を
オ

ー
プ

ン
、

水
稲

の
朱
鷺
認
証
米

や
自
然
栽
培
米
な
ど
環
境
配
慮
を
優
先
し
た
農
業
の
実
践

と
と

も
に

、
観
光
と
の
連

携
も

含
め
地
域
が
持
続
的
に
発
展
す
る
農
業
の
確
立

を
目

指
し
た

。

【
営
農
活

動
】

・
水

稲
(
酒

米
、

W
CS

を
含

む
)
、

大
豆

、
柿

、
ネ

ク
タ

リ
ン

、
も

も
、

り
ん

ご
、

い
ち

ご
、

ぶ
ど

う
の

作
付

け
を

行
っ

て
い

る
。

・
基
盤
整
備
さ
れ
た
ほ
場
は

、
大
型
機
械
に
よ
る
可
変
施
肥
機
が
導
入
可
能

と
な

り
、
最
適
施
肥
と
コ
ス
ト

縮
減
を
実
現

し
て

い
る

。
ま

た
、
自
然
栽
培
米
も
乗
用
機
械
で
の
除
草
作
業
が
可
能

な
同

ほ
場

で
栽

培
し

て
い

る
。

・
研
修
生
や
里
親
農
家
支
援
制
度
を
毎
年
受
け
入
れ

、
県
の
就
農
支
援
事
業
研
修
機
関

と
な

っ
て

お
り

、
技

術
だ

け
で

な
く
自
立
の
た
め
に
農
地
集
積
等
の
相
談
に
も
対
応

し
て

い
る

。
ま

た
、

通
年

雇
用

に
は

複
合

経
営

に
よ

る
冬

場
の

作
業

が
必
要
な
こ

と
か
ら

、
い
ち
ご

、
あ
ん

ぽ
柿

等
を

導
入

し
て

い
る
。

【
農
業
経
営
体
の
優
良
事
例
】

出
典
：

北
陸
農
政
局
調
べ

基
盤

整
備
さ

れ
た
ほ
場

(水
稲

)

交
流
の
場
の
運
営

（
フ
ル
ー
ツ
カ
フ
ェ
）
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【
農
業
経
営
体
の
優
良
事
例
】

出
典

：
北
陸
農
政
局
調
べ

農
業

生
産

基
盤

整
備

に
よ

り
、

土
地

利
用

型
農

業
を

実
践

概 要

経
営

形
態

法
人

所
在

地
新

潟
県
佐

渡
市
新

穂
潟

上

営
農

分
類

水
稲

＋
果
樹

＋
野

菜

経
営

規
模

事
業

実
施

前
(
平
成

2
4
年

)
1
.
6
ha

事
業

実
施

後
(
令
和
３

年
)

4
2
h
a

【
経
緯
・

特
徴

】
・

本
法

人
は

、
農

地
の

荒
廃

を
な

く
す

こ
と

を
目

的
に
Ｊ
Ａ
出
資
型
の
農
業
生
産
法
人

（
現

在
は

、
「

農
地

所
有

適
格

法
人

」
に

名
称

変
更

さ
れ

て
い

る
。

）
と

し
て

、
Ｈ

24
年

に
設

立
し

た
。

国
営

事
業

の
用

排
水

受
益

地
の

ほ
か

、
地

域
の

農
業

者
の

高
齢

化
や

基
盤

整
備

が
進

ん
で

い
な

い
こ

と
を

原
因

と
し

て
荒
廃
が
進
む

条
件
不
利
地
の
営
農

を
担

っ
て

い
る

。
ま

た
、

佐
渡

島
特

産
お
け
さ
柿
の
大
規
模
経
営
に
向
け
た
ス
マ
ー
ト

農
業
技
術
体
系
の
導
入
実
証
を
令
和
２
年
度
か
ら
行
っ
て
い
る

。

【
営
農
活

動
】

・
農

業
の

新
た

な
担

い
手

を
育

成
す

る
こ

と
を

重
要

な
目

標
と

し
て

お
り

、
国

の
青
年
就
農
給
付
金
制
度
を

活
用

し
て

、
こ
れ
ま
で
４
名
の
研
修
生
を
受
け
入
れ

、
３
名
が
島
内
で
就
農

し
て

い
る

。
ま

た
、
柿
の
剪
定

作
業
に
つ
い
て

、
ス
マ
ー
ト
農
機
の
ス
マ
ー
ト
グ
ラ
ス
に
よ
る
遠
隔
で
の
技
術
指
導

を
後

継
者

育
成

に
活

用
し

て
い

る
。

・
経

営
規

模
に

つ
い

て
は

、
地

域
に

お
け

る
高

齢
農

業
者

の
リ

タ
イ

ア
が

続
き

、
今

後
と

も
継

続
的

な
拡

大
が

想
定

さ
れ

る
状

況
と

な
っ

て
お

り
、

さ
ら

な
る

集
積

へ
の

対
応

に
向

け
て

、
新
規
参
入
者
の
技
術
習
熟
を

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ
せ
る
こ
と
や
、
柿
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
栽
培
等
の
省
力
技
術
の
導
入

に
取

り
組

ん
で

い
る
。

担
い
手
の
育
成
（
田
植
え
作
業
）

25



出
典

：
佐
渡
市
Ｈ
Ｐ

「
ト
キ
と
共
生
す
る
佐
渡
の
里

山
」

ブ
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

本
事

業
は

、
地

域
の

農
業

生
産
を
維

持
・
向

上
す
る
た

め
の
基

盤
整

備
に

お
い

て
、

基
幹

的
な

役
割

を

担
う
と

と
と

も
に

、
環
境
保
全
型
農
業
の
推
進
に
よ
る
農
産
物
の
高
付
加
価
値
化

を
推

進
。

本
地
区

が
位

置
す

る
佐

渡
島

は
、
多
様

性
に
富

ん
で
お
り

、
古
く

か
ら

ト
キ

と
の

共
生

を
目

指
し

、
水
田

の
生
態
系
に
配
慮
し
た
「
生
き
も
の
を
育
む
農
法
」
の
取
組

や
棚

田
な

ど
の

美
し

い
景

観
、

昔
か

ら
受

け

継
が
れ

て
い

る
伝

統
的

な
農

文
化
が
評

価
さ
れ

、
国
連
食
糧
農
業
機
関
(Ｆ
Ａ
Ｏ
)
に
よ
り
“
ト
キ
と
共
生

す
る
佐
渡
の
里
山
”

と
し

て
Ｈ
2
3年
６
月
に
日
本
で
初
め
て
世
界
農
業
遺
産
(Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
)に
認
定
。

“
朱
鷺

と
暮

ら
す

郷
づ

く
り

”
は
、
ト

キ
の
野

生
復
帰
を

目
指
し

た
取

り
組

組
を

実
施

。
農

業
生

産
シ

ス

テ
ム
に
｢朱
鷺
と
暮
ら
す
郷
づ
く
り
認
証
米
制
度
｣を
導
入

し
、
消
費

者
と

連
携

し
な

が
ら

島
全

体
へ

の
取

組
を
推

進
し

、
「
朱
鷺
と
暮
ら
す
郷
づ
く
り
認
証
米
」
を
ブ
ラ
ン
ド
化

。

島
内
で

は
、

水
稲

の
減

農
薬

・
減
化
学

肥
料
栽

培
や
生
き

も
の
を

育
む

農
法

の
実

践
に

よ
る

環
境

保
全

型

農
業
の

取
組

が
進

展
。

朱
鷺
と
暮
ら
す
郷
づ
く
り
認
証
米
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「
朱

鷺
と
暮

ら
す
郷

づ
く
り
認

証
制

度
」

朱
鷺

と
暮
ら

す
郷
づ

く
り
認
証

米
マ

ー
ク

出
典
：

佐
渡

市
Ｈ
Ｐ

①
生

物
多

様
性

を
育

む
農

業
生

産
活

動

事
業

に
よ

る
波

及
効

果
（
4
）



本
地
区

で
は

、
農

村
の

活
性

化
の
た
め

、
地
域

内
の
特
産

物
の
ブ

ラ
ン

ド
化

や
農

業
生

産
と

加
工

・
販

売

の
一
体

化
に

よ
り

、
新

た
な

産
業
を
創

出
す
る
６
次
産
業
化
の
取
組
が
推
進

。

佐
渡
市

で
は

、
「

朱
鷺

と
暮

ら
す
郷
づ

く
り
認

証
制
度
」

の
も
と

、
独

自
農

法
に

よ
る
佐
渡
産
コ
シ
ヒ
カ

リ
の
ブ
ラ
ン
ド
「
朱
鷺
と
暮
ら
す
郷
」
を
は
じ
め

、
佐
渡
産
「
お
け
さ
柿
」
な
ど
ブ
ラ
ン
ド
化

を
推

進
。

ま
た
、

加
工

柿
（

あ
ん

ぽ
柿

、
干
柿
）

や
ブ
ラ
ン
ド
米
「
朱
鷺
と
暮
ら
す
郷
」
1
0
0％
使
用
の
米
粉
「
さ

ど
っ
粉
」
を
使
用
し
た
う
ど
ん
や
カ
レ
ー
ル
ゥ

、
そ
ば
の
実
を
使
用
し
た
「
佐
渡
の
朱
鷺
そ
ば
」
等
の

加

工
・
販

売
に

よ
る

６
次

産
業

化
の
取
組

を
推
進

。

【
あ
ん
ぽ
干
柿
「
柿
姫
」
】

出
典
：

Ｊ
Ａ
佐
渡
広
報
誌

【
さ
ど
っ
粉
う
ど
ん
】
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【
カ
レ
ー
ル
ゥ
】

【
佐
渡
の
朱
鷺
そ
ば
】
等

②
ブ

ラ
ン

ド
化

や
６

次
産

業
化

の
取

組



本
事

業
で

は
、

生
態

系
に
配

慮
し
た
環

境
配
慮

型
の
農
業

用
水
路

等
が

整
備

さ
れ

た
こ

と
を

契
機

に
、

地

域
資

源
の

再
発

見
・

保
全
に

向
け
て
、
地
域
住
民
を
主
体
と
し
た
検
討
委
員
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
小

学
生
に
よ
る
遠
足
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

。
ま
た
、
新
潟
県
が
中
心
と
な
り
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ｏ
棚
田
サ
ポ
ー
タ
ー

を
発
足
、

農
道

や
水

路
の
草

刈
り
、
補

修
作
業

等
を
行
い

、
棚
田

を
守

る
活

動
を

実
施

。

農
業
水
利
施
設
の
見
学
会
を

通
し
て
、

地
域
住

民
と
関
係

機
関
が

連
携

し
て

水
の

大
切

さ
や

施
設

の
役

割

を
学

ぶ
機

会
を

創
出

。

そ
の

他
、
新
潟
県
主
催
の
水
環
境
に
つ
い
て
学
ぶ
「
水
環
境
ふ
れ
あ
い
教
室
」

や
農

業
関

係
者

が
水

田
と

生
物

多
様

性
の

関
係

に
つ
い

て
学
習
す

る
「
朱
鷺
と
暮
ら
す
郷
づ
く
り
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
な

ど
、

地
域

に
お

い
て

も
積

極
的

に
環
境

学
習
の
機

会
を
提

供
。

【
小
学
生
に
よ
る
生
き
も
の

調
査
と
水
質
調
査
】

出
典

：
国
営
佐
渡
農
業
水
利
事
業
事
業
誌
（

北
陸

農
政
局
）

、
新

潟
県

Ｈ
Ｐ

年
月
日

受
入
先

視
察
者

人
数

備
考

Ｒ
元
年

1
0
月
1
5
日

小
倉
ダ
ム

長
野
県
飯
田
市
北
十
区
・
新
四
区
財
産
区

委
員

1
5
人

1
0
月
2
3
日

小
倉
ダ
ム

宮
崎
県
企
業
局

４
人

Ｒ
２
年

9
月
2
9
日

外
山
ダ
ム

佐
渡
市
立
赤
泊
中
学
校
３
年

1
4
人

1
0
月
7
日

小
倉
ダ
ム

新
潟
県
立
羽
茂
高
校
３
年

3
1
人

1
0
月
1
2
日

小
倉
ダ
ム

新
潟
県
立
佐
渡
高
校
２
年

4
0
人

Ｒ
３
年

7
月
2
4
日

小
倉
ダ
ム

佐
渡
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム

2
0
人

7
月
2
7
日

小
倉
ダ
ム

新
潟
県
立
佐
渡
総
合
高
校
１
年

3
2
人

1
0
月
8
日

外
山
ダ
ム

ふ
る
さ
と
の
魅
力
再
発
見
講
座
「
赤
泊
探
訪
」

1
5
人

Ｒ
４
年

4
月
2
7
日

小
倉
ダ
ム

佐
渡
市
立
新
穂
中
学
校
２
年

2
5
人

8
月
3
0
日

小
倉
ダ
ム

佐
渡
市
立
赤
泊
小
学
校
６
年

1
0
人

表
施
設
見
学
会
実
績
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③
地

域
の

環
境

学
習

等
へ

の
取

組



本
事

業
で

築
造

さ
れ

た
小
倉
ダ
ム
で
は

、
地
域

用
水
環
境

整
備
事

業
に

よ
り

ダ
ム

の
落

差
を

利
用

し
た
小

水
力
発
電
所
を
造
設

、
農
業

水
利
施
設

を
活
用

し
た
小
水

力
発
電

が
行

わ
れ

る
等

、
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ

ー
の

導
入

が
進

め
ら

れ
、
そ

の
売
電
収

入
は
、

施
設
の
維

持
管
理

費
に

充
て

ら
れ

て
い

る
。

【
小
倉
小
水
力
発
電
所
の
概
要
】

出
典
：

農
林
水
産
省
Ｈ
Ｐ
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④
地

域
に

お
け

る
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
活

用



30

費
用
対

効
果

分
析

の
算

定
基

礎
と
な
っ

た
要
因

の
変
化
、

効
果
の

発
現

状
況

を
踏

ま
え

、
事

後
評

価
時

点

の
各
種

算
定

基
礎

デ
ー

タ
を

基
に
総
費

用
総
便

益
比
を
算

定
し
た

結
果

は
、

以
下

の
と

お
り

。

総
便

益
（

Ｂ
）

4
7
2
,6
0
8百

万
円

総
費

用
（

Ｃ
）

4
0
4
,8
4
9百

万
円

総
費

用
総

便
益

比
（

Ｂ
/
Ｃ

）
1.

1
6

効
果

項
目

事
業

計
画
時

点

(
Ｈ
1
8
年
度
)

事
後
評

価
時

点

(
Ｒ

４
年
度
)

作
物

生
産

効
果

〇
〇

品
質

向
上

効
果

〇
〇

営
農

経
費

節
減
効
果

〇
〇

維
持

管
理

費
節
減
効
果

〇
〇

更
新

効
果

※
１

〇
-

災
害

防
止

効
果

〇
〇

非
農

用
地

等
創
設
効
果

〇
〇

文
化

財
発

見
効
果

※
１

〇
-

公
共

施
設

保
全
効
果

※
１

〇
-

河
川

流
況

安
定
効
果

※
１

〇
-

効
果

項
目

事
業
計
画
時
点

(
Ｈ
1
8
年
度

)

事
後
評
価
時
点

(
Ｒ
４
年
度

)

水
辺

環
境

整
備
効
果

※
１

〇
-

災
害

時
水

源
利
活
用
効
果

〇
〇

景
観

・
環

境
保
全
効
果

※
２

-
〇

国
産

農
産

物
安
定
供
給
効
果

※
２

-
〇

文
化

財
の

調
査
に
関
す
る
効
果

※
２

-
〇

洪
水

リ
ス

ク
軽
減
に
よ
る
安
心
感

向
上

効
果

※
３

-
〇

佐
渡

島
の

里
山
保
全
に
関
す
る
効
果

※
３

-
〇

※
１

：
評
価

手
法
の

変
更
に
伴
う
効
果
体
系
の
見
直
し
に
よ
り
、
効
果
算
定
項
目

か
ら

除
外
さ

れ
て
い
る
た
め
、
算
定
し
な
か
っ
た
。

※
２

：
効
果

体
系
の

見
直
し
後
、
算
定
方
法
が
確
立
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
算
定
し
た
。

※
３

：
効
果

算
定
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
は
な
い
が
、
事
業
完
了
後
に
新
た
に
発
現
し
た
と

考
え

ら
れ
る

効
果
と
し
て
、

C
VM
（
仮
想
市
場
法
）
を
用
い
て
算
定
し
た
。

（
参
考
）

費
用

対
効

果
分

析
の

算
定
に

お
け
る

効
果
項
目

一
覧

事
後

評
価

時
点

に
お

け
る

費
用

対
効

果
分

析
の

結
果

（
5
）



自
然

環
境

の
変

化

本
事

業
で

は
、
佐
渡

島
の
豊

か
な
自
然

や
美
し

い
景
観

を
保

全
す

る
た

め
、
ダ
ム
で
は
、
管

理
棟
の
デ
ザ
イ
ン
を
周
辺
景
観
と
の
調
和
に
配
慮
し
た
外
観

と
し

、
頭
首
工
で
は
、
水
生
動

物
の
生
息
環
境
を
保
全
す
る
た
め
の
魚
道
を
設
置

。

ア
ン

ケ
ー

ト
調
査
結

果
に
よ

る
と
、
田

ん
ぼ
や

水
路
等

に
お

け
る
生
き
物
観
察
会
な
ど
環
境

学
習
の
機
会
が
増
え
た

、
農
村
ら
し
い
景
観
が
維
持
増
進
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
「
思
う

」
又
は
、
「
や
や
そ
う
思
う
」
と
答
え
た
回
答
者
は
約
４
割

、
居
住
地
周
辺
の
自
然
環
境
や

農
村
風
景
に
つ
い
て
、
「
か
な
り
満
足
し
て
い
る
」
又
は
、
「
や
や
満
足
し
て
い
る
」
と
答

え
た
回
答
者
は
約
５
割

お
り

、
本
地
区

の
豊
か

な
自

然
環

境
の

維
持

を
実

感
。

【
小
倉
川
頭
首
工
に
設
置
さ
れ
た
魚
道
】

【
景
観
に
配
慮
し
た
小
倉
ダ
ム
管
理
棟
】

出
典

：
国
営
佐
渡
農
業
水
利
事
業
事
業
誌
（

北
陸

農
政
局
）
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１
事

業
実

施
に

よ
る

環
境

の
変

化
５



農
村

生
産

環
境

本
事
業
及
び
関
連
事
業
の
実
施
に
よ
り

、
農
業

用
水
の

安
定

供
給

と
湛

水
被

害
の

解
消

及
び
ほ

場
条

件
の

改
善
等
が

図
ら
れ

、
担
い
手

に
よ
る

農
地
の
集

積
・

集
約

化
が

進
み

、
良
好
な
農
村

景
観
が
維
持
・
形
成

。

事
業

を
契

機
と
し
た

本
地
域

の
環
境
保

全
型
農

業
を
始
め

と
す

る
取

り
組

み
は

、
環

境
省

に
よ

る
ト

キ
の

放
鳥
に
向

け
た
石

川
県
他
の

自
治
体

に
て
構
成

さ
れ

る
「
ト
キ
と
共
生
す
る
里
地
づ

く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
」
が
発
足

（
令
和

４
年

11
月

）
す

る
な

ど
他
地
域
へ
波
及
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
よ
る
と

、
ト
キ
や
魚
類
等
の
生
息
・
生
育
環
境
が
確
保
さ
れ
生
態
系

の
保
全
が
図
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て

、
「
思
う
」
又
は
、
「
や
や
そ
う
思
う
」
と
答
え
た
回
答

者
は
約
６
割
お
り
、

事
業
を

契
機
に
、

環
境
保

全
型
農

業
に

取
り

組
む

な
ど

、
ト
キ
と
暮
ら
す

佐
渡
の
里
山
づ
く
り
が
推
進

。

1
0
.
4
%

（
3
1
人
）

2
0
.
3
%

(
4
4
人
)

2
6
.
6
%

（
7
9
人
）2
6
.
3
%

(
5
7
人
)

3
5
.
1
%

（
1
0
4
人
）3
4
.
6
%

(
7
5
人
)

1
4
.
1
%

（
4
2
人
）1
0
.
6
%

(
2
3
人
)

1
3
.
8
%

（
4
1
人
）

8
.
2
%

(
1
8
人
)

0
%

2
0
%

4
0
%

6
0
%

8
0
%

1
0
0
%

思
う

や
や
そ
う
思
う

ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い

あ
ま
り
思
わ
な
い

そ
う
は
思
わ
な
い

2
1
.
8
%

（
6
5
人
）

2
6
.
0
%

(
5
7
人

)

3
5
.
6
%

（
1
0
6
人
）

3
4
.
2
%

(
7
5
人
)

2
2
.
8
%

（
6
8
人
）

2
3
.
7
%

(
5
2
人
)

1
1
.
1
%

（
3
3
人
）

7
.
4
%

(
1
6
人
) 8
.
7
%

（
2
6
人
）

8
.
7
%

(
1
9
人
)

0
%

2
0
%

4
0
%

6
0
%

8
0
%

1
0
0
%

思
う

や
や
そ
う
思
う

ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い

あ
ま
り
思
わ
な
い

そ
う
は
思
わ
な
い

図
「
農
村
ら
し
い
景
観
が
維
持
増
進
さ
れ
た
」
と
思
う
割
合

(
受
益
農
家
回
答
者
数
＝
2
3
5
、
地
域
住
民
回
答
者
数
＝
3
1
8
)

※
無

回
答

は
除
く

図
「
ト
キ
や
魚
類
等
の
生
息
・
生
育
環
境
が
確
保
さ
れ
生
態
系

の
保
全
が
図
ら
れ
た
」
と
思
う
割
合

(
受
益
農
家
回
答
者
数
＝
2
3
5
、
地
域
住
民
回
答
者
数
＝
3
1
8
)

※
無

回
答

は
除

く

出
典
：
令
和
４
年
度

佐
渡
地
区
事
後
評

価
ア
ン

ケ
ー
ト
(
受

益
農
家

・
地
域

住
民
)

受
益

農
家

地
域

住
民

受
益

農
家

地
域

住
民
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本
事

業
の

実
施

に
よ

り
、
ダ

ム
や
幹
線

用
水
路

等
が
新
設

・
改

修
さ

れ
た

こ
と

に
伴

い
、

農
業

用

水
の

安
定

供
給

が
図

ら
れ
る

と
と
も
に

、
排
水

機
場
や
排

水
路

の
機

能
強

化
に

よ
り

湛
水

被
害

が

解
消

。

し
か

し
な

が
ら

、
農
業
従
事
者
の
減
少
や
高
齢
化
に
よ
る
副
業
的
経
営
体
の
割
合
は
依
然
増
加

し

て
お

り
、

こ
れ

ら
経

営
体
の

農
地
を
こ

れ
ま
で

以
上
に
地

域
農

業
の

担
い

手
に

集
約

化
を

図
る

な

ど
、

生
産

性
や

収
益

性
が
高

く
、
効
率

的
か
つ

安
定
的
な
農
業
経
営
体
の
育
成
・
確
保
が
喫
緊
の

課
題

。

そ
の

た
め

、
地

域
計

画
（
人

・
農
地
プ

ラ
ン
）

の
策
定
や

農
地

中
間

管
理

機
構

を
活

用
し

た
担
い

手
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約
化
を
さ
ら
に
推
進

す
る
と
と

も
に

、
生

産
性

が
高

く
経
営
感
覚
に
優

れ
た
経
営
体
の
育
成
・
確
保

を
継
続
的

に
図
る

た
め
の
啓

発
普

及
や

支
援

体
制

の
構

築
を

推
進

す

る
必

要
。

ま
た

、
担

い
手

の
確

保
に
当

た
っ
て
は

、
移
住

等
が
課
題

と
な

る
た

め
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
農
者

の
確
保
や
生
活
及
び
住
宅
支
援

な
ど
、

関
係
機

関
と
連
携

し
た

取
組

が
必

要
。

本
事

業
の

実
施

に
よ

り
整
備

さ
れ
た
農

業
水
利

施
設
は
、

関
係

土
地

改
良

区
等

に
よ

り
適

正
に

維

持
管

理
さ

れ
て

い
る

が
、
今

後
は
、
施
設
の
補
修
・
更
新
等
を
計
画
的
に
進
め
る
こ

と
で

、
施
設

の
長
寿
命
化
と
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
低
減
を
図
る
必
要

。
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１
今

後
の

課
題

等
６

担
い

手
の

育
成

・
確

保
（
1
）

農
業

水
利

施
設

の
適

正
な

管
理

と
計

画
的

な
更

新
（
2
）



本
地
区
の
か
ん
が
い
用
水
は
、
平

野
部
の
水

田
で

は
中

小
河
川
に
、
中
山
間
部
の
水
田
で
は
大
小
の
溜
池
、

渓
流
の
他
、
地

下
水
に

依
存

し
て

き
た
が
、

い
ず

れ
も

十
分
な
水
量
を
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
用
水
の

反
復
利
用
や
揚

水
機
に

よ
る

還
元

水
利
用
等

を
行

っ
て

い
た
が
、
恒
常
的
な
用
水
不
足
に
よ
り
不
安
定
な
農

業
経
営

を
余
儀

な
く
さ

れ
て

い
た

。

ま
た
、
畑
地
に
お
い
て
は
、

か
ん

が
い
施
設

が
整

備
さ

れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
水
源
を
天
水
等
に
依
存

し
て
お

り
、
農
業
生
産
性
の
向
上
が
阻
害
さ

れ
て
い

た
。

一
方
、
佐
渡
島

最
大
の

穀
倉

地
帯

で
あ
る
国
仲
平
野
で
は
、
地
形
が
平
坦
で
あ
る
う
え
田
面
標
高
も
低
く
、

湛
水
被
害
の
常
襲
地
帯

と
な

っ
て

い
た
。

こ
の
た
め
、
本

事
業
に

よ
り

、
水

田
の
用
水

不
足

の
解

消
と
新
た
な
畑
地
か
ん
が
い
用
水
の
水
源
を
確
保
す

る
た
め
に
小
倉
ダ
ム
及

び
外
山
ダ
ム
を
築
造
し

、
幹
線
用
水
路
を
新
設

す
る
こ
と
に
よ
り
水
田
用
水
の
安
定

補
給

と
畑
地
か
ん
が
い
用
水
の
供
給
を
行
う

と
と

も
に

、
湛
水
被
害
を
解
消

す
る
た
め
に
排
水
機
場
等
を
整

備
し
て
排
水
改
良
を
行

い
、

併
せ

、
ほ
場
整
備
等
の
関
連
事
業
を
実
施
し
、
汎
用
耕
地
化

及
び
区
画
の
拡
大

を
推
進
す
る

こ
と
に
よ

り
農
業
生
産
性
の
向
上
及

び
農
業
経
営
の
安
定
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
事
業
実
施

し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

渇
水

水
田

旧
金
井
排
水
機
場
周
辺
の
水
害
状
況
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要



本
事
業

に
よ

り
、

水
田

の
用
水
不
足

の
解
消

と
新
た
な

畑
地
か

ん
が

い
用

水
の

水
源

を
確

保
す

る
た

め
に
小

倉
ダ
ム
及

び
外
山
ダ
ム
を
築
造
、
幹
線
用
水
路
の
新
設
等

に
よ
り
水
田
用
水
の
安
定
供
給
と
畑
地
か
ん
が
い
用

水
の
供
給

を
行

う
と

と
も

に
、
湛
水
被
害
の
解
消

の
た
め

に
排
水
施
設
の
改
修
を

行
い

、
併

せ
て

、
ほ
場
整
備

等
の
関
連
事
業
を
実
施
し

、
汎
用
耕
地

化
及
び

区
画
の
拡

大
を
推

進
す
る

こ
と

に
よ

り
農
業
生
産
性
の
向
上
及

び
農
業
経
営
の
安
定

が
図

ら
れ
た
結
果

、
以
下
に
示
す
効
果
が
発
現

。

本
事
業

の
実

施
に

よ
り

農
業
用
排
水

施
設
が

整
備
さ
れ

た
こ
と

で
、
用
水
が
安
定
的
に
供
給

さ
れ

る
こ

と
と
な
り

、
作
物
の
品
質
が
向
上
す
る

と
と
も

に
単
価
・
単
収
の
増
加

に
寄

与
。

ま
た
、

関
連

事
業

の
実

施
に
よ
り
、
汎
用
耕
地
化
及
び
大
区
画
化

が
図

ら
れ

た
こ

と
で

、
高
収
益
作
物

の
作
付
面
積
・
生
産
量
の
増
加
に
寄
与

。

本
事
業

の
実

施
に

よ
り

排
水
機
能
が

強
化
さ

れ
た
こ
と

で
、
事
業
実
施
後

、
地
区
内
農
地
で
は
大
雨
等
に

よ
る
大
き
な
洪
水
被
害
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い

。

ま
た
、

本
事

業
に

よ
り

洪
水
被
害
を

未
然
に

防
止
し
て

い
る
も

の
と

考
え

ら
れ

、
農

業
の

み
な

ら
ず

、
地

域
住
民
の
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
環
境
の
提
供

に
も
寄

与
。
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１
総

合
評

価
□

１
農

業
用

排
水

施
設

及
び

ほ
場

整
備

等
に

よ
る

産
地

収
益

力
の

向
上

１

１
排

水
機

能
の

強
化

に
よ

る
農

地
等

の
湛

水
被

害
の

解
消

２



本
事
業

及
び

関
連

事
業

の
実
施
に
よ

り
、
大

区
画
ほ
場

へ
の
大

型
機
械

の
導

入
が

可
能

と
な

い
、

作
業

効

率
が
向

上
し

た
こ

と
等

か
ら

、
水
稲
作

に
要
す

る
労
働
時

間
の
節

減
が

図
ら

れ
、

経
営

規
模

の
拡

大
が

進
む

と
と
も

に
、

担
い

手
へ

の
農

地
の
集
積

・
集
約

化
の
ほ
か

、
高
収

益
作

物
や

ス
マ

ー
ト

農
業

の
導

入
等

に
も

結
び
付

い
て

お
り

、
優
良
な
経
営
体
の
育
成
な
ど
農
業
生
産
性
の
向
上
及
び
農
業
経
営
安
定
化
に
寄
与

。

本
事
業

の
実

施
に

よ
り

、
良
好
な
農

村
景
観

が
維
持
・

形
成
さ

れ
て
い

る
と

と
も

に
、

環
境

保
全

型
農

業

に
取
り

組
む

な
ど

、
ト
キ
と
暮
ら
す
佐
渡
の
里
山
づ
く
り
が
推
進

。

ま
た
、

環
境

保
全

型
農

業
へ
の
取
り

組
み
な

ど
、
ト
キ

と
暮
ら

す
佐
渡

の
里

山
づ

く
り

が
推

進
さ

れ
、

環
境

省
に
よ

る
ト

キ
の

放
鳥

の
取

り
組
み
と

も
相
俟

っ
て
島
内

の
み
な

ら
ず

、
他
の
地
域
へ
の
広
が
り
も
み
ら
れ
て

い
る
。
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１
農

業
生

産
性

の
向

上
及

び
農

業
経

営
の

安
定

化
３

１
事

業
に

よ
る

波
及

効
果

４


